Sources of the Chin P\u27ing Mei by P.D.Hanan by 荒木 猛
長崎大学教養部紀要(人文科学篇) 第35巻 第1号 21-65 (1994年7月)
金瓶梅の素材
P.D.Hanan 原著 荒木猛訳
Sources of the Chin P'ing Mei
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はじめに
本稿は、 P.D.Hananの論文Sources of the ChinP`ingMeiの翻訳である。同氏
には、はかにTheTextoftheChinP`ingMeiなる論文があり、氏は、この両論文
を1960年にロンドン大学に提出して、博士号を獲得されている。前者は、 AsiaMa-
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. 「盛世新声」 (1517年刊) 2. 「詞林摘艶」 (1525年刊) 3. 「薙照楽府」 (序には
原刊年を記さぬが、この書の刊行年を1566年と記す) 4. 「呉敵軍雅」 (1616年刊)





































































































































































































































































































































1. 「金」 1回3b-6回4aは、 「水」のP341-401、 P405-407より、
2. 「金」 9回3b-10回5aは、 「水」のP407-418 、 P423-426より、







10) 「金」 84回3aは、 「水」 P678から採ったもの。又「金」 84回2ab寺院の描写は、明らかに「水」 P1243-1244
から採ったもの。
ll) 「金」 84回の3a-7b、 10aは、 「水」のP858-860から採っている.
12) 「金」 84回の3a-7aは、 「水」のP113-116から採っている。
13)彼は、 「金」 84回の3aでは、段太歳とよばれている。別の男の名前は、 「水」では、花々太歳と名付けら
れている。 「水」 P113。
14) 「水」 P858を見よ。




「金」 2回5aは、 「水」 P723より、
「金」 8回Ilabは、 「水」 P734-735,739より、
「金」 9回2bは、 「水」 P357より、
「金」 11回8abは、 「水」 P840より、
「金」 14回5aは、 「水」 P194より、
「金」 15回2b-3aは、 「水」 P516より、
「金」 30回6bは、 「水」 P193より、
「金」 59回13b-14aは、 「水」 P312-313より、
「金」 61回21bは、 「水」 P858より、
「金」 66回4abは、 「水」 P882-883より、
「金」 81回3b-4aは、 「水」 P474-475より、
「金」 84回2abは、 「水」 P1243-1244より、
「金」 84回3aは、 「水」 P678より、
「金」 86回7aは、 「水」 P126より、
「金」 89回6abは、 「水」 P102より、
「金」 89回7aは、 「水」 P732より、
「金」 93回12aは、 「水」 P618より、
「金」 100回10bは、 「水」 P474より、
それぞれ採っている。




「金」 10回の韻語「朝看職伽経」は、 「水」 45回より、 「金」 18回の「堪嘆人生毒似蛇」は、 「水」 53回よ
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61
り、 「金」 19回と94回の「花開不択貧家地」は、 「水」 33回より、 「金」 68回の「芳姿麗質更妖壊」は、 「水」





している。小野忍は、 1959年訳本金瓶梅巻1、 P312で、 1)・2)について指摘している。















文庫に保存されている。李田意「日本所見中国短篇小説略記」 「清華学報」 New Seriesl・2巻、 1957年4月
P79参照。
29)それは、 1、 「国色天香」に収められている「張干潮記」、 2、すでに見た「戒指児記」 3、 「古今小説」
巻38の「任孝子烈性為神」である。
30) 4本1折。 (訳者注,同詞は当該戯曲には見えない。たぶんハナン氏の誤りであろう。)



























































57) 1. 「盛世新世」 1955年北京刊la
2. 「詞林摘艶」 1955年北京刊辛集11a














いO (前章参照) 42回9b-10aの套曲「鳳城佳節」は、 「薙照楽府」 (以下「薙」と略す)巻11からで、漏君の
指摘した巻13からではない。 71回3a-5bの套曲「水晶宮、鮫梢帳」は、 「詞林摘艶」 (以下「詞」と略す)辛




両頭南の曲は、 「詞」甲集に見える。 8回2aの二首の曲と、同回4aのいずれも山披裡羊の曲は、 「確」巻20
に見える。三番目の曲は、また82回lbでも使われているようである。 8回4b、 82回1bや83回1bで使われて
いる三首の寄生草の曲は、 「薙」巻19に見える。 11回9bの水仙子の曲は、 「薙」巻18に見える。 12回2bの落
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梅風の曲は、 「確」巻20に見える。 12回3bの朝天子の曲は、 「薙」巻18に見える。 38回12bの二犯江児水の
曲は、 「詞」甲集に見える。 65回15bの普天楽の曲は、 「詞」甲集・ 「盛世新声」戊集に見える。 80回5bの
析桂令の曲は、 「確」巻17に見える。 82回3ab、 3bと83回6bの河西六娘子の曲は、 「確」巻20に見える。 82
























































88)それは、 39回14b-16bの「五祖黄梅宝巻」、 51回17b-18bの「金剛科儀」、 74回Ilb-27bの「黄氏女宝巻」
の三種である。他にも辞尼が宝巻の方式で語るものもある。 「金」における宝巻の研究については、沢田瑞







90) 40回本「平妖伝」 26回冒頭は、 「水」 8回の野猪林の場面をそっくり模写している。 「残唐五代史演義」 10回
の安景思牧羊打虎には、 「水」 23回における武松打虎の記事が多く採られている。
91)この問題の重要性については拙論「中国小説の-特徴」 ``トロント大学季刊〝 volXXXNo. 3 (1961年)
P325-335を参照されたい。
(1994年4月25日受理)
